
仕仕
事事
確確
保保
・・
処処
遇遇
改改
善善
にに
向向
けけ
てて
要要
請請

諫
早
市
要
請

若
い
世
代
の
入
職
・
仕
事
確
保
の
た
め

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
継
続
と
拡
充
を

八
月
二
十
三
日
㈬
十
一
時
十

分
か
ら
、
諫
早
市
役
所
市
長
応

接
室
に
て
、
諫
早
市
長
に
対
し

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

市
側
か
ら
は
宮
本
市
長
他
五

名
、
組
合
・
協
会
か
ら
は
舩
津

委
員
長
、
北
村
会
長
他
十
三
名

が
出
席
。

始
め
に
北
村
会
長
か
ら
宮
本

市
長
へ
要
請
書
を
手
渡
し
、
要

請
書
の
趣
旨
を
説
明
。
宮
本
市

長
は
あ
い
さ
つ
で
「
こ
れ
ま
で

も
で
き
る
だ
け
要
望
に
沿
う
よ

う
な
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。

県
で
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
が
平
成
二
十
七
年
度
で
廃

止
と
な
り
、
今
は
三
世
代
住
宅

を
対
象
に
助
成
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
諫
早
市
で
は
独
自
に
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
継
続
し
て
い

る
。
ま
た
土
地
利
用
に
関
し
て

の
規
制
が
、
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ

に
あ
り
、
そ
の
情
報
を
一
元
的

に
み
ら
れ
る
制
度
を
八
月
二
十

八
日
か
ら
開
始
す
る
。
こ
の
制

度
を
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
数
多
く
戸
建
て
住
宅
を
建

て
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

要
請
内
容
に
対
し
て
は
担
当

課
長
か
ら
回
答
が
あ
り
、
工
事

発
注
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て

は
「
業
者
選
定
は
地
元
業
者
の

育
成
、
支
援
、
市
内
の
経
済
活

性
化
の
た
め
に
、
地
元
業
者
を

優
先
的
に
選
定
・
指
名
し
、
分

離
分
割
発
注
に
つ
い
て
も
で
き

る
限
り
努
め
て
い
る
。
ま
た
年

間
を
通
し
て
の
平
準
化
発
注
に

も
努
め
て
い
る
。」

設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
「
県
の
基
本
単
価

に
よ
り
最
新
の
労
務
単
価
な
ど

で
適
正
価
格
で
の
発
注
を
行
っ

て
い
る
。」

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
対

し
て
は
、「
平
成
二
十
九
年
度

の
申
請
件
数
は
現
在
四
十
件
と

な
っ
て
お
り
、
順
調
に
推
移
し

て
い
る
。」
と
回
答
。

舩
津
委
員
長
は
「
組
合
員
の

平
均
年
齢
が
五
十
歳
を
超
え
て

い
る
。
若
年
入
職
者
も
な
か
な

か
入
ら
ず
、
ま
す
ま
す
働
き
手

が
い
な
く
な
る
。
民
間
活
力
の

た
め
に
も
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の

継
続
を
お
願
い
し
た
い
」
と
重

ね
て
要
望
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

佐
世
保
市
要
請

受
注
機
会
の
増
と

若
年
技
能
者
へ
の
施
策
を

八
月
三
十
一
日
㈭
、
午
前
十

一
時
か
ら
佐
世
保
市
役
所
に
お

い
て
山
口
副
市
長
他
七
名
の
部

課
長
に
対
し
、
組
合
・
協
会
か

ら
は
田
上
専
務
理
事
他
八
名
と

山
下
市
議
他
三
名
の
市
議
団
で

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

双
方
の
あ
い
さ
つ
後
、
要
望

書
を
渡
し
、
ま
ず
工
事
発
注
に

関
す
る
要
望
は
、「
機
会
均
等

並
び
に
地
元
発
注
を
最
優
先
に

行
っ
て
い
る
が
四
月
か
ら
六
月

の
端
境
期
に
つ
い
て
は
今
後
も

検
討
す
る
」
と
の
回
答
で
し
た
。

次
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に

つ
い
て
は
「
空
き
家
対
策
で
の

補
助
や
三
世
代
同
居
・
近
居
促

進
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
こ

れ
ら
を
活
用
し
て
頂
き
た
い
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
建
築
事
業

が
減
少
し
厳
し
い
状
況
の
中
、

建
築
に
関
す
る
工
事
の
受
注
機

会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
に
対
し
、
市
と
し
て
は
耐
震

化
工
事
も
一
定
の
め
ど
が
立
ち
、

建
設
か
ら
改
修
・
維
持
へ
と
シ

フ
ト
し
た
た
め
、
塗
装
・
防
水

工
事
等
の
専
門
工
事
が
増
え
て

き
て
い
る
の
は
事
実
だ
が
、
建

築
の
指
名
業
者
に
対
し
専
門
工

事
の
受
注
機
会
を
与
え
る
と
な

る
と
専
門
工
事
業
者
の
仕
事
が

減
る
の
で
難
し
い
、
ま
た
、
山

口
副
市
長
か
ら
は
予
算
総
額
も

生
活
関
連
予
算
額
も
増
減
は
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

佐
世
保
市
は
ク
ル
ー
ズ
船
の

停
泊
の
た
め
浦
頭
に
新
し
く
港

を
建
設
予
定
だ
が
、
市
内
で
食

事
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
場

所
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
と
の
質
問
に
対
し
て
、「
つ

く
も
苑
の
跡
地
を
利
用
す
る
な

ど
、
民
間
の
力
を
活
用
し
た
い
。

松
浦
公
園
に
観
光
バ
ス
の
駐
車

場
を
設
置
し
ア
ー
ケ
ー
ド
街
の

活
性
化
も
図
り
た
い
」
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
田
上
専
務
理
事
よ
り

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
若
年
技
能

者
に
と
っ
て
、
技
術
の
継
承
に

つ
な
が
る
重
要
な
仕
事
と
捉
え
、

各
種
助
成
制
度
の
創
設
を
お
願

い
し
ま
す
と
再
度
要
望
し
、
約

一
時
間
の
要
請
行
動
を
終
了
し

ま
し
た
。

年年間間拡拡大大目目標標440000名名にに設設定定
組組織織純純増増でで組組織織強強化化・・前前期期拡拡大大成成功功へへ

前期拡大行動期間（9月～11月）
仕事とくらしを守るために
組織を大きくしましょう！
「数は力」仲間の数を増やして影響力を高め
要求実現につなげましょう。

多くの仲間の皆さんの
協力（紹介）が必要です！
組合員さん一人ひとりが持つ日常のつながり
を拡大に活かしてください。

組合が大きくなれば、魅力・
メリットも充実・発展へ！
長建国保や共済など組合の事業は、数が増え
れば充実・発展につながります。

私たちを取り巻く情勢は大変厳しいものがあ
ります。だからこそ、建設技能者・職人が組合
に結集し、切実な要求の実現や制度改善に向
かって進んでいくことが大切です。

県
央
振
興
局
要
請

小
規
模
工
事
の
積
算
単
価

空
家
対
策
に
つ
い
て
重
ね
て
要
望

八
月
二
十
三
日
㈬
午
前
十
時

か
ら
、
県
央
振
興
局
長
に
要
請

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

県
央
振
興
局
か
ら
嶋
田
局
長

他
七
名
、
組
合
・
協
会
か
ら
舩

津
委
員
長
、
北
村
会
長
他
二
十

名
が
出
席
。

始
め
に
局
長
室
に
お
い

て
、
北
村
会
長
か
ら
嶋
田

局
長
へ
要
請
書
を
手
渡
し

た
の
ち
、
場
所
を
会
議
室

に
移
し
、
建
設
部
長
か
ら

要
請
内
容
に
つ
い
て
回
答

を
頂
き
ま
し
た
。

工
事
発
注
に
つ
い
て
は
、

「
分
離
発
注
は
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
性
を
配
慮
し
発
注

し
て
い
る
が
、
分
割
と
な

る
と
コ
ス
ト
面
が
あ
り
な

か
な
か
難
し
い
。
ま
た
、
発
注

は
、
な
る
べ
く
上
半
期
に
発
注

し
て
い
き
た
い
。」

労
務
単
価
に
つ
い
て
は
「
出

先
機
関
で
は
回
答
し
に
く
い
。

実
態
を
把
握
し
皆
さ
ん
の
声
を

本
庁
に
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

う
。」住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
対

し
て
は
、「
本
年
度
、
事
業
内

容
を
拡
充
し
実
施
し
て
い
る
。

県
央
地
域
で
は
大
村
市
の
取
り

組
み
が
弱
い
と
聞
い
て
い
た
の

で
大
村
市
に
取
り
組
む
よ
う
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。」

と
回
答
。

そ
の
後
、
小
規
模
工
事
に
お

け
る
積
算
単
価
や
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
要
望
を
行
い
、
最
後

に
舩
津
委
員
長
が
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
に
つ
い
て
重
ね
て
要

望
し
終
了
し
ま
し
た
。
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建設長崎大運動会開催のお知らせ
と き 平成29年10月22日㈰

午前10時開会
ところ 琴海中部運動公園

（長崎市長浦町）※雨天の場合は中止

■前期拡大目標■
目標（人）
12
10
11
13
16
10
16
18
12
15
15
18
12
11
9
200

支部名
中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
合 計

9

▲諫早市要請 宮本市長（左）に要請書を手渡す北村会長

▲佐世保市要請 佐世保支部協会による要請

▶
県
央
振
興
局
要
請

嶋
田
局
長
（
右
）
に
要
請
書
を
渡

す
北
村
会
長

毎月1回15日発行 2017年（平成29年）9月15日発行建 設 長 崎第627号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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開
催
日

八
月
二
十
三
日
㈬

参
加
者

五
十
二
名

支
部
長

本
多

常
秋

副
支
部
長

馬
渡

鉄
洋

〃

山
口

龍
志

〃

樋
口

正
人

〃

石
橋

廣
喜

書
記
長

井
関

一
幸

開
催
日

九
月
十
二
日
㈫

参
加
者

三
十
七
名

支
部
長

北
村

五
男

副
支
部
長

平
山

正
則

〃

鳥
田

時
治

〃

古
里

一
紀

〃

宮
副

辰
則

書
記
長

井
関

一
幸

開
催
日

八
月
三
十
一
日
㈭

参
加
者

四
十
五
名

支
部
長

田
崎

順
一

副
支
部
長

野
口

耕
平

〃

森

政
一

〃

田
川

和
博

〃

松
田

隆
人

書
記
長

江
頭

孝
一

開
催
日

九
月
十
三
日
㈬

参
加
者

六
十
五
名

支
部
長

中
尾

政
男

副
支
部
長

一
瀬

純
男

〃

川
田

洋
一

〃

緒
方

末
広

〃

津
上

章
司

〃

金
水

誠

〃

松
野

隆
志

担

当

山
本
祐
一
郎

開
催
日

八
月
二
十
五
日
㈮

参
加
者

六
十
八
名

支
部
長

茅
原
喜
志
男

副
支
部
長

長
島

則
行

〃

小
谷

守

〃

迎

稔

〃

大
庭

真
八

〃

坂
口

龍
夫

担

当

香
月

徳
仁

開
催
日

八
月
二
十
八
日
㈪

参
加
者

五
十
四
名

支
部
長

小
宮

清
治

副
支
部
長

山
下

洋
二

〃

小
泉

雄
義

〃

中
島

善
明

〃

山
﨑

昌
晴

〃

一
ノ
瀬

崇

書
記
長

古
井

宏
樹

開
催
日

九
月
四
日
㈪

参
加
者

四
十
八
名

支
部
長

里

澄
宏

副
支
部
長

山
村

篤
司

〃

岩
永

和
範

〃

尾
上

正
範

〃

本
村

美
喜
男

書
記
長

若
杉

孝
雄

開
催
日

九
月
五
日
㈫

参
加
者

五
十
四
名

支
部
長

木
下

忠
明

副
支
部
長

中
村

太
司

〃

後
田

博
幸

〃

石
丸

久

〃

林

崇

〃

山
崎

貞
博

書
記
長

大
賀

修
司

開
催
日

八
月
二
十
二
日
㈫

参
加
者

六
十
七
名

支
部
長

塚
本

芳
美

副
支
部
長

宮
野

喜
吉

〃

川
元

俊
彦

〃

末
吉

重
一

〃

本
田

英
樹

〃

大
島

𠮷
博

書
記
長

渕
上

武
司

開
催
日

八
月
二
十
一
日
㈪

参
加
者

五
十
名

支
部
長

小
林

健
治

副
支
部
長

福
田

栄
治

〃

柚
元

美
則

〃

松
尾

正
明

〃

松
山

新
二

書
記
長

小
野

猛
範

開
催
日

八
月
二
十
四
日
㈭

参
加
者

五
十
六
名

支
部
長

岡
田

眞

副
支
部
長

原
田

仁
志

〃

大
石

義
孝

〃

大
浦

広
己

担

当

西
田

光
孝

開
催
日

九
月
一
日
㈮

参
加
者

六
十
五
名

支
部
長

村
岡

広
明

副
支
部
長

佐
藤

昭
彦

〃

平
出

壽
夫

〃

木
下

広
次

〃

山
崎

司

〃

山
形

信

〃

下
川

孝
貴

書
記
長

松
園

俊
輔

開
催
日

九
月
十
一
日
㈪

参
加
者

六
十
七
名

支
部
長

岩
崎
喜
三
郎

副
支
部
長

井
手

保

〃

山
中

茂

〃

中
尾

豊

〃

尾
崎

光
生

書
記
長

森

一
公

開
催
日

八
月
三
十
日
㈬

参
加
者

三
十
三
名

支
部
長

山
田

哲
夫

副
支
部
長

城

祐
輔

〃

本
田

岩
勝

〃

松
田

年
市

〃

川
田

照
重

担

当

牛
島

貴
裕

開
催
日

八
月
二
十
九
日
㈫

参
加
者

五
十
五
名

支
部
長

須
藤

輝
久

副
支
部
長

近
藤

力
也

〃

坂
中

善
男

〃

萩
原

正
清

〃

田
中

祐
二

担

当

西
田

光
孝

佐
世
保
北
支
部

浦
上
西
支
部

大
浦
支
部

西
彼
支
部

島
原
支
部

北
松
支
部

浦
上
東
支
部

大
村
支
部

佐
世
保
東
支
部

平
戸
支
部

市
南
支
部

東
長
崎
支
部

諫
早
支
部

佐
世
保
中
央
支
部

中
央
支
部

各
支
部
大
会
開
催

延
べ
八
一
六
名
が
参
加
！

建
設
長
崎
第
七
十
二
回
定
期
大
会
を
受
け
、
八
月
二
十

一
日
開
催
の
佐
世
保
北
支
部
大
会
を
皮
切
り
に
、
各
支
部

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
の
経
過
・
決
算
報
告
、
二
十
九
年
度

の
方
針
・
予
算
の
提
案
、
新
役
員
の
決
定
が
行
わ
れ
、
新

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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八
月
八
日
㈫
午
前
十
一
時
か

ら
、
原
爆
公
園
内
に
あ
る
「
建

設
労
働
者
職
人
・
原
爆
殉
難
者

慰
霊
・
不
戦
平
和
の
塔
」
前
で
、

原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

被
爆
七
十
二
周
年
を
迎
え
被

爆
者
の
方
も
年
々
高
齢
化
し
て

い
る
中
、
あ
の
惨
劇
を
二
度
と

繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
が
、中
々

進
ま
な
い
核
廃
絶
を
訴
え
続
け

る
為
に
広
島
と
長
崎
で
は
毎
年

慰
霊
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
全
建
総
連
の
主
催

で
全
国
か
ら
三
十
二
県
連
組
合

一
〇
〇
名
の
参
加
。
献
納
さ
れ

た
折
り
鶴
も
三
十
八
県
連
組
合

一
五
万
三
三
四
四
羽
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
の
後
、
原
爆
で

被
害
に
遭
わ
れ
た
御
霊
に
対
し

て
黙
と
う
を
捧
げ
、
全
建
総
連

の
三
浦
執
行
委
員
長
、
広
島
建

労
の
岩
田
執
行
委
員
長
、
建
設

長
崎
の
舩
津
執
行
委
員
長
が
慰

霊
碑
に
代
表
し
て
献
花
を
行
い

ま
し
た
。

続
い
て
各
県
連
か
ら
各
地
の

名
水
と
祈
り
を
込
め
た
折
り
鶴

が
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

慰
霊
の
言
葉
で
は
全
建
総
連

三
浦
執
行
委
員
長
が
平
和
憲
法

施
行
七
十
年
と
な
る
今
年
、
二

度
と
戦
争
を
し
な
い
と
誓
っ
た

日
本
国
憲
法
の
も
と
で
暮
ら
し

が
豊
か
に
な
っ
た
事
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
平
和
を
維
持
し
て
い

る
中
、
安
倍
首
相
の
様
々
な
憲

法
改
悪
で
平
和
憲
法
の
危
険
が

現
実
に
迫
っ
て
い
る
事
を
訴
え

ま
し
た
。

ま
た
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
核
の
な

い
世
界
が
人
類
共
通
の
願
い
と

な
り
、
二
度
と
核
兵
器
を
使
う

事
が
な
い
よ
う
決
意
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
建
設
長
崎
を
代
表
し

舩
津
執
行
委
員
長
は
七
十
二
年

前
の
原
爆
投
下
で
の
惨
状
を
訴

え
て
、
核
兵
器
な
き
世
界
を
追

及
し
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択

で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本

が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に
参

加
し
核
保
有
国
の
架
け
橋
と

な
っ
て
核
兵
器
を
世
界
か
ら
な

く
す
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

更
に
は
、
福
島
原
発
事
故
を

教
訓
に
「
人
類
と
核
は
共
存
で

き
な
い
」
立
場
で
被
爆
の
実
像

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
地
球

上
か
ら
核
が
無
く
な
る
事
を
訴

え
続
け
る
事
を
誓
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
の

白
菊
の
献
花
を
行
い
原
爆
殉
難

者
の
御
霊
に
祈
り
を
さ
さ
げ
て

原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
の
一
切
を

終
了
し
ま
し
た
。

八
月
五
日
、
広
島
平
和
記
念

公
園
内
の
原
爆
犠
牲
建
設
労
働

者
・
職
人
の
碑
の
前
で
「
慰
霊

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九

十
名
余
り
の
全
国
の
仲
間
も
駆

け
付
け
多
く
の
折
鶴
や
名
水
が

「
慰
霊
祭
」
に
献
納
、
献
水
さ

れ
ま
し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
も
舩
津
委
員

長
、
主
婦
会
か
ら
諫
早
支
部
の

石
丸
さ
ん
、
酒
井
さ
ん
の
二
名

が
参
列
し
原
爆
犠
牲
者
の
御
霊

を
慰
め
、
平
和
へ
の
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。

『
記
念
講
演
・
川
副
忠
子
さ
ん
』―
組
合
の
運
動
に
期
待
―

八
月
八
日
、
午
後
一
時
三
〇

分
か
ら
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長

崎
に
お
い
て
全
国
二
十
七
県

連
・
組
合
か
ら
九
十
六
名
が
参

加
し
て
「
全
建
総
連
第
三
十
一

回
原
水
爆
禁
止
建
設
労
働
者
・

職
人
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
平
和
首
長

会
議
の
原
爆
ポ
ス
タ
ー
や
長
崎

の
原
爆
被
害
の
パ
ネ
ル
を
展
示
。

三
浦
中
央
執
行
委
員
長
は
「
平

和
で
な
け
れ
ば
仕
事
も
暮
ら
し

も
成
り
立
た
な
い
。
戦
争
へ
の

道
を
拒
否
し
続
け
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
。

つ
ど
い
で
は
、
一
歳
半
の
時

に
被
爆
し
た
と
い

う
川
副
忠
子
さ
ん

が
取
り
組
ん
で
き

た
運
動
や
、ニュー

ヨ
ー
ク
国
連
本
部

で
の
核
兵
器
禁
止

条
約
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
「
世
界
に
は
核
弾
頭
が
一

万
四
千
九
百
発
あ
る
と
い
い
ま

す
。
わ
が
国
が
核
兵
器
禁
止
条

約
を
批
准
す
る
よ
う
、
核
廃
絶

を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
。
労
働
組
合
の
皆
さ
ん
の

運
動
も
大
い
に
盛
り
上
げ
て
下

さ
い
」
と
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な

が
ら
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
は
建
設
長
崎
の
村
上
昌

也
青
年
部
長
が
、
核
兵
器
の
廃

絶
を
広
く
世
界
に
訴
え
、
日
本

を
再
び
戦
争
を

す
る
国
に
し
て

は
い
け
な
い
と

「
長
崎
か
ら
の

訴
え
」
を
力
強

く
読
み
上
げ
全

員
の
拍
手
で
採

択
し
ま
し
た
。

足場の組立て作業主任者講習会
及び特別教育のご案内

■足場作業主任者技能講習■
【日 時】平成29年10月12日㈭～13日㈮ 2日間

午前8時30分受付 午前9時～午後5時
【場 所】建設技能会館（建設長崎本部）

長崎市城山町17－58
【受講資格】足場の組立て、解体又は変更に関する作業に3年以上

従事した経験を有する者
【講 習 料】8，000円（テキスト代込み）

※建設長崎組合員には2，000円の助成があります。
【申 込 先】支部にて随時受付。

■足場作業従事者特別教育■
【日 時】平成29年10月12日㈭ 1日間

午前8時30分受付 午前9時～午後5時
【場 所】上記に同じ 【受講資格】特になし
【講 習 料】4，000円 【申 込 先】上記に同じ

世
界
の
核
兵
器
と

東
ア
ジ
ア
非
核
化

世
界
に
存
在
す
る
核
兵
器

は
約
一
万
五
千
発
。
ピ
ー
ク

時
の
冷
戦
期
に
比
べ
る
と
約

四
分
の
一
に
削
減
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
な
お
人
類
を
数
十

回
も
滅
亡
さ
せ
る
破
壊
力
。

大
半
を
所
有
す
る
米
国
と
ロ

シ
ア
は
共
に
核
の
近
代
化
を

進
め
て
お
り
、
使
用
を
辞
さ

な
い
姿
勢
も
表
明
し
て
い
ま

す
。北

朝
鮮
も
十
〜
二
十
発
を

保
有
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

日
本
で
今
、「
核
の
脅
威
」

と
い
え
ば
北
朝
鮮
問
題
。「
米

国
の
核
に
対
す
る
防
衛
」
を

口
実
に
し
た
北
朝
鮮
の
核
開

発
を
止
め
る
た
め
に
も
、
核

兵
器
禁
止
条
約
を
テ
コ
に
、

東
ア
ジ
ア
全
体
の
非
核
化
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原
爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆爆
殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉殉
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰慰
霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
決
に
核
保
有
国
も

日
本
も
参
加
し
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
訴
え
る

広
島
原
爆
慰
霊
祭

〜
全
国
の
仲
間
と
祈
り
を
捧
げ
る
〜

全建総連 第31回
原水爆禁止建設労働者・

職人のつどい

▲全建総連 三浦委員長

▲建設長崎 舩津委員長

▲元小学校教諭 川副忠子さん

▲舩津委員長は核兵器を世界からなくすことを訴えた

▲左より 舩津委員長、藤木担当、酒井さん、石丸さん

毎月1回15日発行 2017年（平成29年）9月15日発行建 設 長 崎第627号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�



住
宅
デ
ー

特
集

大
浦
支
部

●
戸
町
分
会
●

―
戸
町
夏
祭
り
協
賛
―

〜
今
年
も
地
域
の
方
々
に
組
合
を
ア
ピ
ー
ル
〜

八
月
十
九
日
㈯
の
正
午
か
ら
、

戸
町
夏
祭
り
の
協
賛
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
戸
町
中
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
で
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、
テ

ン
ト
を
建
て
、「
無
料
包
丁
研

ぎ
」
の
看
板
と
磨
ぎ
石
な
ど
の

準
備
を
ひ
と
通
り
終
え
、
参
加

者
で
お
昼
の
お
弁
当
を
囲
ん
だ

後
、
北
村
支
部
長
か
ら
、「
土

曜
日
の
お
忙
し
い
中
に
参
加
頂

い
た
こ
と
、
暑
い
中
、
水
分
を

十
分
に
取
り
な
が
ら
熱
中
症
に

気
を
付
け
て
作
業
を
し
て
頂
き

た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

本
部
か
ら
舩
津
委
員
長
に
も
駆

け
つ
け
て
頂
き
激
励
の
あ
い
さ

つ
を
頂
き
ま
し
た
。

準
備
段
階
か
ら
お
客
さ
ん
が

お
目
見
え
し
て
い
て
、
そ
の
後

も
お
客
さ
ん
の
出
足
は
ま
ず
ま

ず
で
、
あ
ら
研
ぎ
と
仕
上
げ
研

ぎ
を
、
分
担
作
業
で
丁
寧
に
効

率
よ
く
、
一
一
一
本
の
包
丁
を

見
事
に
研
ぎ
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

時
折
そ
よ
ぐ
程
度
の
風
も
あ
り

ま
し
た
が
、
猛
暑
の
中
、「
奉

仕
活
動
」
と
い
う
形
で
地
域
の

方
々
に
建
設
長
崎
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

中
央
支
部

●
西
山
分
会
●

〜
地
域
の
方
よ
り
感
謝
〜

残
暑
厳
し
い
九
月
三
日
㈰
午

前
九
時
三
〇
分
か
ら
、
組
合
員

十
四
名
、
主
婦
会
二
名
の
参
加

の
も
と
、
西
山
一
丁
目
公
民
館

で
二
年
ぶ
り
の
住
宅
デ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
毎
年
地
元
自
治

会
の
役
員
さ
ん
の
協
力
を
頂
き

な
が
ら
開
催
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
台
風
接
近
の
天
気
予

報
を
受
け
て
、
安
全
を
考
慮
し

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
か
、
皆
さ
ん
待
ち
焦
が
れ
て

い
た
み
た
い
で
、
受
付
時
間
前

か
ら
、
包
丁
を
持
っ
て
来
場
さ

れ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

持
ち
込
ま
れ
た
包
丁
と
ま
な

板
は
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
、

待
っ
て
い
る
間
は
、
皆
さ
ん
世

間
話
で
花
が
咲
き
ま
す
。
中
に

は
、
包
丁
を
研
ぐ
組
合
員
さ
ん

の
手
元
を
じ
っ
く
り
と
観
察
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
包
丁

や
ま
な
板
を
受
け
取
り
「
助
か

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
嬉
し
そ
う
に
持
っ
て

帰
ら
れ
、
住
宅
デ
ー
が
地
域
の

方
に
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
実

感
で
き
ま
し
た
。

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

本
多

常
秋

馬
渡

鉄
洋

樋
口

正
人

石
橋

廣
喜

山
﨑

増
雄

内
野

幸
雄

田
森

勝

太
田

俊
一

山
下

廣
造

馬
場

秀
行

伊
東

秀
政

大
石

直

坂
口

忠
義

西
村

忠
光

馬
場
ヒ
ロ
子

樋
口
須
磨
子

舩
津
委
員
長

石
田
書
記
長

《
参
加
者
》（
敬
称
略
）

北
村

五
男

平
山

正
則

田
上

義
高

佐
々
木
政
敏

小
野

義
龍

竹
市

幸
信

安
達

三
次

松
尾

哲
夫

鳥
田

時
治

春
尾

末
吉

松
本

重
徳

橋
本

進
嗣

鳥
田

愛
子

山
下
キ
ミ
エ

北
村
す
み
子

松
本
の
ぶ
よ

深
堀

治
子

舩
津
委
員
長

石
田
書
記
長

西
彼
支
部

●
琴
海
分
会
●

〜
三
会
場
で
三
二
一
本
研
ぎ
あ
げ
る
〜

西
彼
支
部
・
琴
海
分
会
で
は
、

去
る
八
月
二
十
日
㈰
に
Ｊ
Ａ
長

崎
せ
い
ひ
の
各
三
ヵ
所
（
村
松

営
業
所
・
琴
海
支
店
・
形
上
出

張
所
跡
地
）
で
住
宅
デ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

昨
年
は
四
一
七
本
の
包
丁
が

寄
せ
ら
れ
、
て
ん
て
こ
舞
の
状

況
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
琴
海
町

内
放
送
で
の
開
催
告
知
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
一
回
だ
け
に
し
た
と

こ
ろ
、
組
合
員
参
加
人
数
三
十

三
名
に
対
し
、
包
丁
二
九
三
本
、

カ
マ
・
ナ
タ
・
ハ
サ
ミ
二
八
本

が
寄
せ
ら
れ
、
丁
度
良
い
塩
梅

で
し
た
。

但
し
、
な
か
な
か
時
間
内
に

受
け
取
り
に
来
ら
れ
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
り
、
受
付
時
に
は
、

可
能
な
限
り
連
絡
の
つ
く
、
携

帯
電
話
番
号
を
教
え
て
貰
う
取

り
組
み
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。日

差
し
も
、
秋
の
訪
れ
を
感

じ
る
よ
う
な
天
気
で
、
例
年
よ

り
は
、
や
り
や
す
く
、
お
蔭
様

で
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
森
）

西
彼
支
部

●
時
津
連
合
分
会
●

〜
今
年
も
多
く
の
方
に
来
場
頂
き
ま
し
た
〜

西
彼
支
部
・
時
津
連
合
分
会

で
は
、
去
る
九
月
三
日
㈰
に
時

津
町
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
公

園
で
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。無

料
包
丁
研
ぎ
を
基
本
に
取

り
組
み
ま
し
た
が
、
包
丁
一
三

一
本
、
ナ
タ
六
本
、
カ
マ
三
一

本
、
ハ
サ
ミ
一
三
本
で
、
約
三

割
が
包
丁
以
外
の
も
の
で
占
め

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
約
束
の
時
間
に
な
っ

て
も
取
り
に
来
ら
れ
な
い
お
客

さ
ん
も
多
く
、
課
題
の
多
い
住

宅
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
デ
ー
終
了
後
は
、
恒
例

の
慰
労
会
を
満
寿
美
時
津
店
で

行
い
ま
し
た
。
生
憎
、
私
は
参

加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
、
盛
り
上
が
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
、
組
合

員
・
主
婦
会
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
森
）

《
参
加
者
》（
敬
称
略
）

井
手

保

岩
崎
喜
三
郎

山
中

茂

藤
田

清

道
平

政
文

相
川

哲
男

岸
川
久
美
男

森

進

井
手

吉
一

浦

勝
彦

岑
山

義
徳

神
近

剛

石
橋

洸

松
山

義
廣

今
里

正
吉

岩
下

孟

角
﨑

豊

林

一
弘

石
橋

忍

小
山

哲
男

太
田

正
利

小
野
田
国
夫

相
川

守

山
崎

康
博

島
本

治

廣
瀬

茂
樹

相
川

雅
彦

松
尾

孝

浦
添

朝
夫

徳
永

八
郎

前
尾

辰
美

西
山

恒
顕

石
橋

宜
典

相
川

一
吉

辻

泰
志

舩
津
委
員
長

田
上
副
委
員
長

《
参
加
者
》（
敬
称
略
）

浦
馬
場
幾
男

中
尾

豊

井
手

保

砂
川
健
二
郎

川
久
保
博
幸

川
林

満

髙
木
栄
八
郎

松
本

文
男

堀
口

留
喜

濱
本

勝
之

松
野

春
男

林
田

浩
治

中
村

正
博

田
口

繁
美

植
田

秀
之

濱
本

久
枝

溝
上

啓
子

堀
田

正
昭

川
下
喜
美
子

脇
川

雅
隆

古
藤

明
義

岩
崎
喜
三
郎

山
口

俊
一

山
中

茂

舩
津
委
員
長

石
田
書
記
長

【
お
詫
び
と
訂
正
】

先
月
号
（
平
成
二
十
九
年

八
月
号
）
の
四
面
に
、「
定

期
大
会
に
参
加
し
て
」
の
記

事
を
投
稿
頂
い
た
佐
世
保
中

央
支
部
の
大
島
さ
ん
の
名
前

を
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
左
記
記
載
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
正
）
大
島

𠮷
博

氏

▲村松会場

▲ご協力頂いた大浦支部の皆さん

▲長浦会場

▲形上会場

▲ご協力頂いた時津連合分会の皆さん
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